
　消防上下水道関係

　（下水道局）

事　　業　　名 事 　業 　費 説　 　　　　　　　　　　　　　　明

河 川 整 備 9億9,730万円 都市基盤河川改修 1億3,290万円

 お が わ ら がわ

財源内訳 　　小河原川 1億50万円

　国庫補助金 　　御幸川 3,240万円
3,150万円

　県補助金 普通河川改良 8億6,440万円
3,150万円

　　雨水排水施設の整備 4億5,140万円

　市債
8億9,810万円 　　　国・県が整備する砂防えん堤か

　　　ら流れ出る雨水を安全に排水す
　一般財源 　　　るための施設を整備する。

3,620万円

　　　　30年７月豪雨対応分

　　　　　用地取得、工事等

　　　　　　東区　　　６か所 2億1,120万円

　　　　　　安佐北区　４か所　1億1,010万円

　　　　　　安芸区　　７か所 9,010万円

　　　　３年８月大雨対応分

　　　　　実施設計

　　　　　　西区　　　２か所 1,600万円

　　　　　　安佐南区　４か所　 2,400万円

　　一般整備 4億1,300万円

土 砂 災 害 防 止 対 策 61万3千円 土砂災害ハザードマップの更新

財源内訳 　　県による土砂災害警戒区域等の見
　　直しに伴い、土砂災害ハザードマ

　一般財源 　　ップを更新する。
61万3千円

河川防災課長
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事　　業　　名 事 　業 　費 説　 　　　　　　　　　　　　　　明

急傾斜地崩壊防止対策 9億6,063万3千円 市施行事業 8億6,800万円

財源内訳 　　安佐北区安佐町免出など26か所

　国庫補助金
631万6千円 県施行事業負担金 8,000万円

　県補助金 　　安芸区船越六丁目など26か所
3億9,720万円

　市債 住宅の防災・減災推進事業 1,263万3千円
5億5,080万円

　　住宅の基礎となる一定の要件を満
　一般財源 　　たした擁壁の所有者等に対し、崖

631万7千円 　　地の防災・減災に必要となる経費
　　を補助する。

　　（主な補助内容）
　　　①戸建て住宅の基礎となる擁壁
　　　　の耐震性を向上させる工事

　　　　　補助率　23％

　　　　　限度額　230万円

　　　②被災した崖の復旧工事

　　　　　補助率　１／２

　　　　　限度額　100万円
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事 　　業 　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　　　　　明

公 共 下 水 道 整 備 144億9,990万9千円 下水道未整備地区の解消 4億6,144万4千円

財源内訳 　　管きょ布設

　国庫補助金 　　 　 延長2,270ｍ
51億1,500万円

　　　温品、己斐、祇園、亀山、安佐、
　企業債 　　　狩留家、落合、南原、矢野、

83億5,490万円 　　　五日市地区

　負担金
1,202万円 下水道による浸水対策 41億8,408万5千円

　一般会計出資金 　　管きょ布設 38億7,628万5千円
10億1,798万9千円

　　 　 延長1,770ｍ

　　　観音、川内地区など13地区

　　　
　　ポンプ場、水資源再生セン
　　ターの施設耐水化 3億780万円

　　　可部ポンプ場など15か所

下水道施設の改築 98億5,438万円

　　
　　管きょ改築 39億1,150万円

　　　  延長16,500ｍ

　　　千田地区など30地区

　　ポンプ場、水資源再生セン
　　ターの施設改築 59億4,288万円

　　　西部水資源再生センターなど
　　　31か所

　　　

(注)26年８月豪雨災害に係る復興事業を含む。
下段( )書きは特定環境保全公共下水道の
事業費を参考として表示している。

年度 当初予算額 伸び率
%

140億2,804万5千円 △ 6.6
(11億5,046万9千円)

144億2,987万円   2.9
(6億3,394万7千円)

139億9,635万9千円 △ 3.0
(3億7,773万8千円)

141億6,457万7千円 1.2
（4億8,690万3千円)

152億2,539万3千円 7.5
（4億5,768万4千円)

149億4,710万5千円 △ 1.8
（4億1,438万5千円)

137億2,658万円　 △ 8.2
（3億5,382万4千円)

141億  773万8千円 2.8

（5億  300万7千円)

145億7,317万1千円 3.3
（2億7,627万1千円)

144億9,990万9千円 △ 0.5

（5億3,284万8千円)
6
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事 　　業 　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　　　　　明

市街化区域外汚水処理
施設整備 7億4,614万4千円 特定環境保全公共下水道整備 5億3,284万8千円

財源内訳 　　管きょ布設 4億6,210万円

　国庫補助金 　　  　延長2,770ｍ
6,680万円

　　　沼田、安佐、可部、大林、畑賀、
　企業債 　　　瀬野、湯来地区

5億3,660万円

　　水資源再生センターの施設
　負担金 　　耐水化 5,068万7千円

3,882万円

　　　和田水資源再生センター
　一般会計出資金

1億392万4千円 　　水資源再生センターの施設
　　改築 2,006万1千円

　　　和田水資源再生センター

農業集落排水施設整備 1億523万8千円

　　管きょ布設 3,040万円

　　  　延長220ｍ

　　　戸山地区

　　処理施設改築 7,483万8千円

　　　戸山農業集落排水処理施設など
　　　３か所

市営浄化槽整備 1億805万8千円

　　浄化槽設置 9,880万円

　　　５人槽　９か所、７人槽　５か所、
　　　10人槽　１か所、共同浄化槽　１か所

　　浄化槽改築 925万8千円

　　　市内一円
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事 　　業 　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　　　　　明

流 域 下 水 道 整 備 1億8,674万5千円 県施行太田川流域下水道（瀬野川処理
区）整備事業負担金

財源内訳
　　東部浄化センターポンプ棟脱臭設

　企業債 　　備更新工事など
1億7,250万円

　負担金
130万7千円

　一般会計出資金
1,293万8千円

計画調整課長
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　（消　防　局）

事　　業　　名 事　 業 　費 説 　 　　　 　　　　　　　　　　明

消防団サポーター制度
の推進●●●●●●● 1,048万円 将来の消防団員の確保を図るため、大

規模災害時の消防団員の後方支援など
財源内訳 の活動を通じて若い世代に消防団への

理解を深めてもらう。
　国庫委託金

193万8千円

　一般財源
854万2千円

消 防 車 両 等 の 整 備 5億6,010万5千円 高規格救急自動車　６台 1億7,520万円

財源内訳
ブーム付消防ポンプ自動車　１台 1億2,740万円

　負担金
36万8千円

救助工作車　１台 1億6,760万円

　市債
5億3,530万円

中型消防ポンプ自動車等 8,990万5千円

　一般財源
2,443万7千円

消防訓練施設の整備 3,850万円 災害現場と同様の環境で各種災害対応
訓練が可能な消防訓練施設を整備する。

財源内訳
　　整備場所　西風新都訓練場

　市債
3,420万円 　　整備施設　倒壊家屋等救助訓練施

　　　　　　　設
　一般財源

430万円
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事　　業　　名 事　 業 　費 説 　 　　　 　　　　　　　　　　明

消 防 庁 舎 の 整 備 1億9,623万2千円 安芸消防署の建替え 3,453万円

財源内訳 　（スケジュール）

　負担金 　　５年度　基本設計等
1,605万6千円

　　６年度　基本設計、実施設計
　市債

1億6,490万円 　　７年度　実施設計

　一般財源 　　８～10年度　建設工事等
1,527万6千円

　（債務負担行為の設定）

消防団車庫の建替え 1億6,010万2千円

　　中消防団竹屋分団車庫 8,810万2千円

　　　建設工事等

　　西消防団己斐分団車庫 7,200万円

　　　建設工事

消防団車庫の耐震性の向上 160万円

　　中消防団広瀬本川分団車庫

　　　耐震補強工事

　（債務負担行為の設定）

事業名 期間 限度額

広瀬本川分団車庫
耐震補強

７年度 840万円

事業名 期間 限度額

安芸消防署建替え ７年度 1億4,900万円
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　（水　道　局）

事　　業　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　 　　　　　明

配水施設整備事業 74億7,030万1千円 管路の更新 33億8,479万4千円

財源内訳
配水池及びポンプ所の更新・改良

　企業債 その他 40億8,550万7千円
60億6,080万円

　自己財源
14億950万1千円

浄水施設整備事業 16億541万9千円 取水場及び浄水場諸施設の更新・改良
その他

財源内訳
　　牛田、緑井、高陽

　企業債
7億9,960万円

　自己財源
8億581万9千円

水道施設災害復旧 727万6千円 災害復旧工事（３年発生分）

財源内訳 　　安芸区

　自己財源 　　　阿戸地区
727万6千円
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